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卒
業
式
の
定

番
曲
と
い
え

ば
、「
蛍
の

光
」
だ
ろ
う
。

１
８
８
１
年
（
明
治
14
年
）

に
つ
く
ら
れ
た
小
学
唱
歌
だ

が
、
原
曲
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
民
謡
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー

の
閉
店
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
耳
に

す
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
ち

ら
は
原
曲
を
三
拍
子
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
「
別
れ
の
ワ
ル

ツ
」
と
い
う
別
の
曲
だ
。

　

「
蛍
の
光
」
の
歌
詞
が
４

番
ま
で
あ
る
の
は
ご
存
知
だ

ろ
う
か
。

　

♪
千
島
の
奥
も
沖
縄
も　

八
洲
の
内
の
護
り
な
り　

至

ら
ん
国
に
勲
し
く　

努
め
よ

我
が
兄
（
せ
）
つ
つ
が
な
く

♪
　

要
す
る
に
、「
千
島
列
島

も
沖
縄
も
日
本
の
領
土
だ
か

ら
異
国
か
ら
守
り
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
明
治

時
代
の
帝
国
主
義
的
な
色
彩

だ
が
、
こ
の
曲
を
安
倍
首
相

に
贈
り
た
い
。

　

ロ
シ
ア
と
の
領
土
交
渉
で

は
全
島
返
還
方
針
を
転
換

し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
沖
縄
の

辺
野
古
を
新
基
地
の
建
設
用

地
と
し
て
差
し
出
す
。
対
ロ

売
国
外
交
、
そ
し
て
対
米
従

属
外
交
か
ら
卒
業
で
き
な
け

れ
ば
、
安
倍
政
権
に
〝
閉

店
〞
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て
き

そ
う
だ
。 

（
Ｙ
）

　決着済みの都構想や依存症を
つくるカジノはいらない！（A5
版・８ページ）

今号同封
Ｗ選挙まるわかりパンフ
「カジノよりくらしの
安心・希望へ」　　

　

３
月
８
日
の
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
、
吉
村
洋
文
大
阪
市

長
の
辞
職
・
失
職
に
伴
う
大
阪
府
知
事
・
市
町
選
挙
が
統
一

地
方
選
前
半
戦
と
同
日
（
４
月
７
日
）
投
開
票
で
実
施
さ
れ

る
。
江
原
豊
政
策
部
長
が
「
カ
ジ
ノ
よ
り
住
民
福
祉
の
拡

充
」
を
求
め
、
両
選
挙
で
会
員
に
よ
る
賢
明
な
判
断
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

増
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ

の
補
助
金
カ
ッ
ト
、
国
保
料

の
値
上
げ
な
ど
、
数
え
上
げ

れ
ば
キ
リ
が
な
い
。
減
少
傾

向
だ
っ
た
小
学
生
の
む
し
歯

数
は
維
新
府
政
下
で
増
加
に

転
じ
た
。
住
民
福
祉
軽
視
の

政
治
を
象
徴
す
る
出
来
事
と

言
え
る
。

　

公
募
区
長
・
校
長
は
不
祥

事
続
き
で
地
域
に
混
乱
を
も

た
ら
し
、
学
校
現
場
で
は
過

度
な
競
争
教
育
や
偏
っ
た
道

徳
教
育
が
押
し
付
け
ら
れ

た
。
許
し
が
た
い
の
は
地
震

・
台
風
被
害
の
99
％
以
上
を

占
め
る
一
部
損
壊
被
災
者
へ

の
対
応
だ
。
京
都
府
民
や
兵

庫
県
民
は
一
部
損
壊
で
も
支

学
ぶ
謙
虚
さ
を
持
ち
合
わ
せ

な
い
指
導
者
ほ
ど
危
険
な
も

の
は
な
い
。

　

４
月
７
日
に
府
知
事
・
大

阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選
と
と
も

に
、
府
議
会
議
員
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
。
大
阪
の
将
来
を

誰
に
託
す
の
か
。
今
一
度
、

皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
。医

療
・
福
祉
切
り

捨
て
の
10
年
間

　

維
新
府
政
・
市
政
は
府
民

の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
た

の
か
。
暮
ら
し
・
経
済
は
低

迷
を
続
け
、
医
療
・
福
祉
施

策
は
次
々
と
切
り
捨
て
ら
れ

た
。
医
療
費
助
成
の
負
担

　

何
と
醜
悪
な
光
景
か
。

　

「
う
る
さ
い
。
バ
カ

が
！
」
―
―
。
大
阪
府
議
会

２
月
定
例
会
の
本
会
議
で

「
大
阪
都
構
想
」
を
め
ぐ
る

質
問
に
対
し
、
松
井
知
事
が

放
っ
た
。
こ
の
言
動
が
す
べ

て
で
は
な
い
か
。
自
分
の
価

値
観
と
異
に
す
る
主
張
は
一

切
受
け
付
け
な
い
。
他
者
に

　

昨
年
、
大
き
な
地
震
や
記

録
的
豪
雨
、
巨
大
な
台
風
上

陸
が
相
次
ぎ
、「
災
害
多
発

国
日
本
」
の
厳
し
い
現
実
を

改
め
て
目
の
当
た
り
に
し

た
。
ま
た
、
災
害
に
匹
敵
す

る
異
常
な
猛
暑
も
日
本
列
島

を
襲
っ
た
。
ど
ん
な
大
災
害

が
起
き
て
も
、
住
民
の
安
全

な
く
ら
し
を
支
え
て
い
く
た

め
に
、
行
政
や
自
治
体
で
働

く
職
員
が
果
た
す
役
割
は
極

め
て
重
要
だ
。

　

災
害
に
よ
る
大
規
模
な
住

宅
被
害
に
公
費
支
給
す
る
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
対

象
外
と
な
る
「
一
部
損
壊
」

へ
の
独
自
支
援
が
あ
る
の
は

京
都
・
兵
庫
・
鳥
取
の
３
府

県
（
別
表
）
だ
。

　

昨
年
の
災
害
で
被
災
者
に

対
し
て
大
阪
府
の
無
利
子
融

資
制
度
（
全
半
壊
３
０
０
万

円
、
一
部
損
壊
２
０
０
万

円
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
が
、
10
年
間
の
返
済
期
間

が
あ
っ
て
も
負
担
が
重
く
、

せ
め
て
他
府
県
並
み
の
給
付

型
支
援
制
度
の
新
設
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
大

阪
府
が
生
活
再
建
支
援
の
た

め
に
「
財
政
調
整
基
金
」
を

活
用
し
て
新
た
な
支
援
策
を

つ
く
る
こ
と
が
先
決
だ
。

　

大
阪
府
職
労
「
災
害
時
対

応
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
１

０
０
０
件
超
の
回
答
を
集

計
）
で
は
、「
大
き
な
災
害

で
現
在
の
職
員
数
で
対
応
で

き
る
か
」
の
問
い
に
半
数
以

上
が
「
対
応
で
き
な
い
」
と

答
え
、「
十
分
に
対
応
で
き

る
」
が
６
・
５
％
（
グ
ラ
フ

①
）。「
大
阪
府
が
災
害
に
強

い
と
思
う
か
」
の
問
い
に

「
思
わ
な
い
」
が
半
数
を
超

え
、「
思
う
」
は
わ
ず
か
４

・
９
％
だ
っ
た
（
グ
ラ
フ

②
）。「
思
わ
な
い
」
理
由
は

「
災
害
時
に
老
朽
化
し
た
庁

に
沖
縄
県
知
事
選
支
援
と
万

博
誘
致
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問

を
優
先
さ
せ
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
知
事
が
本
部
長
と
し

て
陣
頭
指
揮
を
執
り
、
災
害

復
旧
な
ど
優
先
順
位
を
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
迅
速
に
判
断
す

り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

い
ま
、「
カ
ジ
ノ
よ
り
防
災

対
策
に
」「
カ
ジ
ノ
よ
り
く

ら
し
や
福
祉
に
」
と
住
民
運

動
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

る
。
人
工
島
・
夢
洲
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
鉄
道
や
高

べ
き
も
の
だ
。

府
民
の
い
の
ち

と
安
全
を
軽
視

す
る
知
事
の
姿

勢
に
府
民
や
府

職
員
か
ら
も
怒

速
道
路
の
整
備
な
ど
に
税
金

を
つ
ぎ
込
む
よ
り
も
、
く
ら

し
や
福
祉
・
医
療
の
充
実
で

消
費
の
拡
大
、
経
済
成
長
に

つ
な
げ
、
何
よ
り
も
防
災
対

策
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

舎
や
建
物
が
多
い
」「
防
災

拠
点
に
な
ら
な
い
咲
洲
庁

舎
」
な
ど
の
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

松
井
知
事
は
、
台
風
21
号

で
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
た
の

に
「
大
阪
府
災
害
対
策
本

部
」
を
設
置
せ
ず
、
数
日
後

　

協
会
・
政
策
部
は
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
の
撤
回

を
め
ざ
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
消
費
税
で
損
し
て
ま
っ

せ
』
を
作
製
し
た
。

　

消
費
税
が
89
年
に
導
入
さ

れ
て
か
ら
約
30
年
。
こ
の
間

の
消
費
税
に
よ
る
税
収
は
、

３
４
９
兆
円
に
上
る
が
、
社

会
保
障
は
良
く
な
る
ど
こ
ろ

か
改
悪
さ
れ
る
一
方
だ
っ

た
。
社
会
保
障
の
た
め
と
言

わ
れ
、
導
入
・
増
税
さ
れ
て

き
た
消
費
税
収
は
、
一
体
ど

こ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の

か
。
様
々
な
消
費
税
の
問
題

点
を
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
税
に
代
わ
る
財

源
も
示
し
て
い
る
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
今
号
に

同
封
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
医

院
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

だ
。
種
々
の
考
え
は
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
経
済
力
や

立
場
に
関
係
な
く
良
質
な
医

療
を
提
供
で
き
る
政
治
を
目

指
そ
う
。
ダ
ブ
ル
選
、
府
議

選
は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。

　

協
会
は
、
第
23
回
理
事
会
で
「
カ
ジ
ノ
よ
り
医
療
・
福

祉
・
暮
ら
し
優
先
の
大
阪
」
を
掲
げ
、
10
年
間
の
「
維

新
」
府
・
市
政
を
問
い
直
し
、
新
し
い
大
阪
を
実
現
す
る

た
め
に
広
く
府
民
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
の
活
動
募
金
（
特
別
会
費
）
の
ご
協
力
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
協
会
も
参
加
す
る
「
明
る
い
民

主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」
や
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
」
を
通
じ
て
宣
伝
物
な
ど
の
発
行
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

募
金
方
法
は
、
今
号
に
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

い
く
ら
バ
ラ
色
の
未
来
を
宣

伝
し
て
も
、
も
は
や
「
府
民

の
た
め
」
で
は
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
は
な
い
か
。

　

カ
ジ
ノ
よ
り
医
療
・
生
活

・
教
育
。
ま
と
も
な
地
方
政

治
を
取
り
戻
す
選
択
が
必
要

援
金
が
受
け
ら
れ
る
の
に
、

松
井
知
事
は
不
支
給
を
決
め

込
ん
だ
。
災
害
に
苦
し
む
府

民
を
横
目
に
、
万
博
・
カ
ジ

ノ
で
夢
洲
に
巨
額
の
税
金
を

投
入
す
る
。

カ
ジ
ノ
よ
り

医
療
・
暮
ら
し

　

挙
げ
句
の
果
て
は
、「
都

構
想
」
再
挑
戦
の
た
め
だ
け

に
出
直
し
ク
ロ
ス
選
を
利
用

す
る
。
自
ら
の
要
求
を
押
し

通
す
た
め
に
は
、
住
民
投
票

の
結
果
さ
え
も
受
け
入
れ
な

い
。
住
民
無
視
の
政
治
も
極

ま
れ
り
。
こ
れ
を
独
裁
と
言

わ
ず
に
、
何
と
呼
べ
ば
良
い

の
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
制
度
い
じ
り
に
明
け

暮
れ
る
の
は
や
め
よ
う
。
11

年
間
で
維
新
府
政
は
府
民
の

健
康
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
一
体
ど
れ
ほ
ど
心
を
砕
い

た
の
か
。
私
た
ち
は
身
に
染

み
て
感
じ
て
い
る
は
ず
だ
。

『
消
費
税
で

損
し
て
ま
っ
せ
』

ダ
ブ
ル
選
・
統
一
地
方
選

江
原
豊
政
策
部
長
が
呼
び
か
け

活
動
募
金
（
特
別
会
費
）
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
長　

小
澤 

力

住
民
無
視
の
党
利
党
略

大阪府知事・市長選

新
し
い
大
阪
へ
の
好
機

今号同封

一部損壊世帯への　　
独自支援をする３府県

【グラフ①】大きな災
害が発生した場合、あ
なたの職場は現在の職
員数で対応できるか
十分対応できる
6.5％（69）
十分対応できる
6.5％（69）

業務は
増えるが
対応できる
37.5％
（400）

業務は
増えるが
対応できる
37.5％
（400）

対応できない
51.3％
（548）

対応できない
51.3％
（548）

【グラフ②】
大阪府は災害に強い
自治体だと思いますか

わからない
41.2％
（440）

わからない
41.2％
（440）

思う 4.9％
　　 （52）
思う 4.9％
　　 （52）

思わない
53.2％
（568）

思わない
53.2％
（568）

鳥取県
10世帯以上の住宅が全壊
した災害などの一部損壊に
も最大30万円
兵庫県
住宅再建共済制度で特約を
結べば一部損壊に最大25
万円
京都府
支援法が適用されない市町
村でも被害件数が法基準の
３分の１以上なら一部損壊
に最大50万円

防
災
対
策
に
全
力
上
げ
る
べ
き

カジノより
防災対策を
大阪府関係職員　　
労働組合執行委員長
有田 洋明

府
独
自
の
支
援
事
業
が
必
要

この10年間の府政の結果
医療・福祉

府福祉医療費助
成制度

●老人廃止・障がい者
大幅負担増

地域医療提供体
制

●住吉市民病院を廃止
●千里救命救急医療セ
ンターへの補助金削減

国民健康保険料
●所得300万のモデル
世帯
　49万→60万に
暮らし

震災・台風対策 ●一部損壊被災者への
独自支援なし

教育
●予算を6285億円
（07年）から5350億
円（18年）に約1000
億円削減

賃金 ●年間給与が426万か
ら402万に24万減少

職
員
削
減
で
対
応
が
不
可
能
に

知
事
の
無
責
任
な
対
応

『消費税で損してまっせ』
A5版、16ページ


